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ゼミでの先生で記憶に残っているのは rソグラテ7-~1': .Jとも L、うべき先生の方法だ
った。学生が何か不確かなこと，木消化なことを発言する ι， きま勺て先生は roo君

















あわててさっそ〈お詫びの手紙を送っ士，1 ころ，折り返しお手紙を頂き， 文中， iいつ
もながらの『薬篭を付け忘れたセ γ ト"パーナード犬~ (ガン+ー『アフリカの内幕~)
ぷり，徴笑し〈存じました」と1 先生の'~~!~~事?こる笑みがこぼれてみえるような温かい文
章があった。セント・バーナード犬とは'fJ'ろんアルプスの救助犬で， 遭難者が出るとど
んな危険な場所でもすっとんで行く，また子ういう気質の犬である。妻にいわせると，
私の森の石松的な無鉄砲さと粗忽さを許!得てこれほど巧みな表現は聞いたことがない
ということで，以来わが家ではこのあだ名が定着してしまった。
それにしても， こういう引用がたちJ、ろに出てくるところは並の経済学者にはない
ζ とで，考えてみれば， 私はそういう国でも先生に魅かれ，先生に追いつきたいものと
思いつづけてきたような気がする。還日主主'すぎたしイ'振り返ってみると，少なくとも50
代からの私は，私の知っている同じ年代円静田先生の歩きぶりを無意識に模倣してきた
ように思われてならない。孤立をおそれぬゥよさと R あの魅力的な微苦笑ぷりだけは，
いくつになっても真似のしょうもないのピlナ九ど。
